
家族信託普及協会クレド（「約束」）

　私たちは、肩書や保有資格に関わらず、家族信託制度を真摯に
学ぶことを通じて、お客様の相続や資産管理に関する問題を解決
するプロフェッショナルたろうと考えています。

　私たちが考えるプロフェッショナルとは、
　 ・お客様のお話を傾聴し、その想いを正確に受け止めること
    ・分かりやすい言葉で、お客様が理解・納得できるような説明・
     打合せができること
　 ・私たちと接して下さったお客様には、必ず安心して笑顔を
     持ち帰っていただくこと
　 ・自分がプロとして未完成であることを率直に認め、謙虚な
     気持ちで学び続けること
　 ・全ての出会いが「学ぶ機会」であると意識すること
　 ・自分が発した言葉、書いた文章に責任を持つこと
　 ・「信頼」こそが私たちの財産であり、約束は必ず守ること
ができる人であると考えており、私たちはそのための努力を怠りません。

　私たちは、今日よりも明日、今年よりも来年、より質の高いサービス
を提供できるようになれる自分に、誇りを持っています。

　お客様が私にお話しいただいた内容は、お客様の問題解決のため
だけに使用し、私自らの営業活動のためには決して使用しません。



   １．誰に対しても丁寧に礼儀を忘れることなく傾聴し、相手の
       真意・想いをきちんと受け止めます
   ２．難解な法律用語を避け、誰でも理解・納得できる平易な言
       葉を使うように心がけます
   ３．委託者の想いをないがしろにし、一部の者に利益誘導する
       ような意図のある依頼は受任しません
   ４．依頼人は、委託者の家族・親族全員であることを認識し、
       「依頼人の課題解決」に最善を尽くします
   ５．報酬基準の明示と概算見積（総費用）の事前提示を徹底し、
       依頼人に安心・納得いただきます
   ６．虚偽の実績を誇示すること（誇大広告）、著しく安い報酬を
       提示すること（不当廉価）、家族信託なら「暦年贈与ができ
       る」「節税できる」など誤解を招く謳い文句で説明すること
       （不当誘致）はしません
   ７．違法・脱法行為を意図した依頼、またそれらの行為の手助
       けとなり得る依頼には一切関与しません
   ８．自分の専門外の分野は、当該分野の専門職を紹介できる
       ネットワークを構築し、チームとしてコンサルティングサー
       ビスを提供します
   ９．「無知は罪悪」であることを忘れず、関連する法規及びそれ
       らの関係税法に関する解釈・法改正・判例・通達・実務的
       運用について学び続け、情報収集を怠りません
１０．未完成な自分を常に自覚し、知識・コミュニケーション力・
       コンサルティング力の向上に取り組みます

行動指針



  １．直接委託者から想いや希望を伺っているか
  ２．家族全員が参加をする「家族会議」に同席することを前提に、
      家族の想いや希望も踏まえた施策を検討・実行することにつ
      いて、委託者及びその家族全員の合意は得られているか
  ３．将来リスク（資産凍結、争族、税務、家族構成・社会の変化）を
      考慮・説明したか
  ４．家族信託以外の施策についてもメリット・デメリットを比較
      検討・説明したか
  ５．家族信託と遺言・任意後見等の併用策について検討・説明を
      したか
  ６．信託の設計や信託契約書の内容について第三者の確認を得
      たか（セカンドオピニオンをもらったか）
  ７．不測の事態が生じても、契約の変更・終了を含め対応可能な
      備えができているか
  ８．信託契約書の各条文の内容、条文を置く意味を依頼人家族
      及び第三者に説明できるか
  ９．依頼内容に関する総費用につき事前見積をし、納得して依頼
      をもらったか
１０．専門職間で共同受任する際の報酬のシェアについて、事前に
      明朗な取り決めをしたか
１１．「信託組成はゴールではなくスタートである」という認識の下、
      信託組成後の実務及び定期的なフォロー体制について、委託
      者・受託者及びその家族に説明をし安心してもらえたか
１２．定期的な家族会議の開催を促し、必要に応じていつでもそこ
      に同席することを説明したか

信託設計における基本姿勢
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